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インドネシアのマハーバーラタ

はじめに

フランスの東洋学者セデスの「レゼタ・アンドウイゼ(LesEtats

hindouises:インド化された諸国家)」という定式化が示すように、かつて

東南アジア諸国はインド文明の抽烈な影響下にあった。インドネシアもその

例外ではなかった。ヒンドゥー教、仏教を中心とする宗教にとどまらず、法

体系、地方統治の体系などにも漉厚なインド文明の影響が見られた"Oヒン

ドゥー教二大叙事詩『ラーマーヤナ』 『マハーバーラタ』もそうした文物と

並び、インドネシアの地に伝えられ、独自の変容を伴いつつ、次第にそこに

根付いていったO

本稿は、ヒンドゥー教二大叙事詩の中でも『マハーバーラタ』のインドネ

シアでの受容、変容について考察する。特に影絵芝居ワヤンにおけるマハ~

パーラタの世界に焦点を絞るO

主たる資料は、日本におけるワヤン研究・紹介の第一人者松本亮の一連の

著作である.具体的には、発表順に『ジャワ影絵芝居割(誠文図書、 1975

午)、 『マハーバーラタの蔭にj (八幡山書房、 1981年)、 『ワヤン人形図劉

(めこん、 1982年)、 『ラーマーヤナの夕映え』 (八幡山書房、 1993年)・ 『ワ

ヤン・ジャワ、語り集成(上下)』 (八幡山番房、 2009年)などである。

筆者のワヤンとの付き合いは98年5月半ばに始まる。 『マハーバーラタ』

を当面の研究テーマにしようと決め、文献を探していた時、 『マハーバーラ

タの蔭に』の存在を知り、一読し、大いに刺激を受けたのであったo筆者の

『マハーバーラタ』についての最初の本格的発言である「Fマハーバーラタ』

の人間群像」 2・のもととなった亜細亜大学での公開講座(98年6月i3a)
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直前のことであったo同公開講座でもさっそく同書について簡単に触れてい

る。筆者はこう発言していた。

この本は、私はつい最近読んだのだが、非常に面白かった. -一方で

は、インドの『マハーバーラタ』がインドネシア、特にジャワ島の文化

に非常に珊かな所まで忠実に継承されているao他方、思い切ってイン

ドネシア的なというかジャワ島的な特徴が出て来てもいる。インドの本

家の『マハーバーラタ』も-相当に強烈な話で、松本氏があるラジオ番

財i-rォ言われた表現によれば「相当に厳しい請」o Lかし、インドネシア

的、ジャワ的な変容を経た『マハーバーラタ』もこれまたものすごい請

である。ある面ではインドの『マハーバーラタ』よりも凄味があるので

はないかとも思うくらいoこれはこれでまた別個に考えてみなければな

らない5'。

筆者はその後、叙事詩『マハーバーラタ』および『マバー′トラタ」の現

代インドでの受容状況についての研究をまとめ, 『マハーバーラタのせ刺

(めこん、 2006年)を発表したGさらに、 『三国志通俗演剤との比較も念

頭に置き、 「rマハーバーラタ』における裏切り」を発表した6'。

本家インドの『マハーバーラタ』の研究に集中して98年6月の構想をな

かなか実現できずにいたが、粉本氏の『ワヤン…ジャワ、語り集成』の一読

を機に、今回やっとインドネシアのマハーバーラタないし、ワヤンのマハー

バーラタと取り組むこととしたo本稿には栓本氏、氏が率いる日本ワヤン協

会の方々との議論や、ワヤン協会によるワヤン諸演目の鑑賞体験が反映され

ることになろう。



インドネシアのマハーバーラタ　　43

1… 『マハーバーラタ』、ジャワへ

(1)ワヤン…プルウオの誕生

まず、粉本の著作に基づき、 『マハーバーラタ』のジャワへの伝来、定着

の過程を概観しておこう。

『マハーバーラタ』がはじめてジャワに紹介されたのは、東部ジャワ、ク

デイ.)国王ダルモウォンソ(在位991-1007?)治下のことであったOこ

の時、一部ジャワ語訳が行われた。 12世紀中期には、 『マハーバーラタjの

クライマックスをなすクルクシェ-トラの大戦を措いたrバラタユダの割

が著される。ムプ…スダが書き進め、ムプ…パヌルが完成したとされ、四行

詩形式、 731連、 2924行の作品であったn。これは原作の翻訳ではなく、翻

案であったo rマハーバーラタ』のジャワ化は既にそれ以前、 1035年作の

「ァルジュノの饗宴」という叙事詩にも確認される。この作品は古代ジャワ

文学の傑作とされている8㌧インドの原作の登場人物たちが、当時のジャワ

社会の人物群やジャワ人達の祖先に重ね合わされた。

その後、 『バラタユダの書』を軸芯として、 『マハーバーラタ』のジャワ

化、あるいはジャワでの独自の展開は急速に進んだ。かくて、同様にジャワ

に紹介され、ジャワ化もされた『ラーマーヤナ』とともに、ワヤン・プル

ウオと呼ばれる独自の芸能ジャンルが形成されていくOワヤンは「影」、プ

ルウオは「姶源」を意味する(おそらくサンスクリット語のpurvaに由来。

「古の」 「昔の」を意味する形容詞である:筆者)。ワヤンの中でも、 『マハー

バーラタ』 『ラーマーヤナ』など、インドの叙事詩、神話に想を得た演目群

をワヤン.プルウオと総称したのである9Io

ところで、ワヤンは最初から影絵芝居ではなかった。影絵芝居としてのワ

ヤン、即ち、ワヤン…クリの出現は15、 6催紀のことで、ジャワで活動し始

めたムスリムたちによるものであった。イスラームの宣教活動の手段として

それを開発したのだという。それ以前のワヤンは、絵巻を繰り広げながら、

その絵物語に則し、語り手(デラン)が語る形式であった。これをワヤン…
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ベベルと呼ぶ10)。ワヤン…クリはワヤン…ベベルの語りの伝統を引き継ぎ、

それをさらに発展させていっ+-ll)/>-。

(2)ワヤンのマハーバーラタの現状

ワヤン・プルウオにおける『マハーバーラタ』演目群について、松本はこ

う語る。

そこではもはやインド産マハーバーラタは主要人物の基本的性格、普

た物語の骨子をのこすだけとなり、ジャワ化のマハバラタはその後に浸

透したイスラム神秘主義の影響も含むジャワ独特の人生観や神秘思想を

ないまぜ、ふくらんだ物語の細部において、もはや原作のおもかげは影

薄いのである12)。

『マハーバーラタ』に基づく主な演目は200以上に及び13'、 「ジャワで自分

がぜひ見たいと闘うラコン(演目:筆者)の正式な徹夜上演には、もし特別

に依頼するのでもなければ、 1、 2年待ってもまずぶつかることがないといっ

ていい」 '4'という状況らしい。 『ラーマーヤナ』の主な演目がおよそ10だと

いうから15-、インドのヒンドゥー教二大叙事詩のインドネシアへの浸透…同

化には大きな差がある。松本は言う。

その(つまり　rラーマ-ヤ・Hの:筆者)演目群のジャワでの上演も

マハーバーラタのそれにくらべ、意外なくらいに少く、ときに私自身

ラーマーヤナからの演目上清をダランに依頼しても、彼らの多くはなぜ

マハーバーラタでないのかといぶかるのであるo舞踊の素材としては

ジャワやバリでラーマーヤナの物語が多く採りあげられてはいるもの

の、ワヤンではさほど人気がないらしい16)。

この理由について松本は、 rマハーバーラタ』における王位継承をめぐる
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同族戦争の物語と、中部ジャワの4つの王家の兄弟戦争がジャワの人々に二

重写しになったからではないかと解釈している。 「自分たちの尊敬する王家

の争いが、まだなまなましく感じられ、それだけにrマハーバーラタ』の壮

大な物語が身近なものに思えるのではないでしょうか」 l'l。松本邸での数度

に及ぶ筆者との議論においても、ワヤンにおける『ラーマーヤナ』に比Lで

のFマハーバーラタ』偏愛の理由として、松本はしばしばこの点を強調して

いた18)。

ワヤンは影絵芝居であるが、その真の本額は語りにあるというo 「ワヤン

はインドネシアでは見るものではなく開くものなんですQいいダランだと

5000人も入るような会場で演じることもありますよ。もっとも(影絵の:

筆者)人形は人形でやはり、風情がありますけどね」 19)。

ワヤンは影絵操作を伴う語りの芸能であり、 「つねに異説異聞にとりまか

れているO　ダランの数だけ、さらには一回性をもつ上清の性質上、上演の数

だけ異説異聞が増幅されるとさえいえる」 2m。キ…ナルトサブドは商い文学

性を持ち、キ・マンタブは人形操作が際立つが、文学性にはやや欠けるな

ど、著名なダランたちにはタイプの違いもあるという[ill

同じくジャワのワヤンではあっても、ソロ…スタイル、ジョクジヤ・スタ

イルなど、地域差もある。

なお、現在、ジャワの伝統的なワヤンは、通常、夜9時頃から夜を徹し、

朝5時まで8時間をかけて3部構成で上演される。しかし、多くの場合、各

演日の本臥主題が明確に展開されるのは、やっと第3部(おおよそ午前3

時-5時)においてである23)。

現在のような内容で書物の形態にまとめられたのが一般に両替400年境と

されるインドの『マハーバーラタ』に対し、インドネシアのワヤン・プル

ウオのマハーバーラタは、ジャズの即興演奏のように、時として録音が残さ

れることはあるものの、基本的には、その夜限り、その瞬間限りで消えてい

く芸能である。インドの原作を念頭におきつつ、ワヤンのマハーバーラタに

ついて検討していく本稿において、この点はもちろん、最初に留意しておく
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べきことである。

この節の最後にインド版とインドネシア版の人名対照表を掲げる。インド

ネシア版の登場人物の名前は、インド版のそれの名残は残しつつも、インド

ネシア風に変化しているoここでは主要登場人物のみを掲げる24)。

(パ ー ン ダヴ ア五 王子 陣営 ) (カウ ラ ヴ ア百 王子 陣 営 )

f : K イ ン ドネ シア イ ン ド イ ン ドネ シア

ユ テぎイシ ユ テ ィラ エ デ ィステ イ ロ ドウル ヨ】 ダナ ドウル ユ ドノ

ビー マ ビモ ドゥ ツ シヤー サ ナ ドウル ソソ ノ

アル ジェナ ア ル ジ ユ ノ ピー シユマ ビ スモ

ク リ シュナ ク レス ノ ドロー ナ ドウル ノ

タ ンテ ィー タ ンテ ィ 蝣*) a + ・*) <l >

ドラウバ デ ィー ドルパ デ イ シ ャ リヤ サ ル ヨ

ア ビマ こ ユ ア ビ マ こユ 蝣V > - ス ンク ニ

ガ トー トカチ ャ ガ ト ウコチ ヨ ドリ タラー シユ トラ ダ ス トロ ス トロ

シカ ンデ イ ン ス リカ ンデ イ ガー ンダ】 リー グ ンダ リ

2.クレスノとプトロ・グル

(1)ブトロ・ゲル

ワヤンのマハーバーラタは、インドの『マハーバーラタjからパーンダ

ヴァ(インドネシアではパンダワ)五王子とカウラヴァ(インドネシアでは

コラワ)百王子の王位継承権をめぐる同族戦争の物語であるという大枠は引

き継いでいる。さらにクリシュナ(クレスノ)が物語を、あるいは登場人物

たちの運命を支配するといった点も両者共通である。

ただし、インドネシア版では、実はクレスノの背後にさらに高位の黒幕が

設定されているOプトロ・グル(BetaraGuru)である098年5月にFマハー

バーラタの蔭に』をはじめて一読して、最も印象的だったのは、このキャラ

クターの存在であったo　まずこの得体の知れない神について考えてみなけれ

ばならない。栓本亮はプトロ・グルについてこう紹介している。
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宇宙支配の神。通常神格をしめすプトロを冠して、プトロ・グルとい

う。神々の住む天界カヤンガンの中核-に在って、地上の不穏つまり天

界に脅威を与えるものの気配を敏感に察知し、これを平穏ならしめよう

と戯うo一方その早とちり、浅慮が世の混乱を招く結果をひき起こしち

するo　インド神話におけるシヴァのジャワでの姿なのだが、ここでは絶

対神としての神格の面影はなく、人間にも劣る愚鈍さかげんを多くみせ

る。その軽挙がワヤンの多くの演目に混乱の種をまき、ドラマは光彩を

放って展開するO例えばマハバラタにおける悲惨な大戦バラタユダ・.・も

また彼の仕組んだもので、彼は上天の高みから人間の戦いを観て、悦に

入るとされる。こうしたプトロ・グルの性格の中にヒンドゥーの至高秤

をひきずりおろそうとしたジャワのイスラム神秘主義の理念が見え

る25)a

インドの　rマハーバーラタ』は、何と言ってもクリシュナと非合理的な運

命の力の二つを推進力として展開している26'が、その他にも多くの神々、聖

仙などが物語に関与し、物語を動かしていくOクリシュナの本体とされる

ヴイシュヌと並んで、ヒンドゥー教三大神の一人シヴァも、 『マハーバーラ

タj世界の成立に少なからぬ貢献をしているO解釈のしようによっては、

『マハーバーラタj　におけるシヴァの役どころをクリシュナの上位に置くと

いうことも、全く不可能とは言い切れまいo

それにしてもワヤンのマハーバーラタの全体に渡って、明確にクレスノ

の上位にプトロ・グルを配したこの構造は、やはりユニークと言わざるをえ

ないo　インドのシヴァがジャワでプトロ・グルと呼ばれるようになった経緯

も不明である。これは、カルナがカルノに変わるといったインドネシア北と

は別次元の話である。インドでヒンドゥー教の神々は、有力であればあるほ

ど、おびただしい別名、愛称を持つのが通例だが、筆者はプトロ・グルに近

いシヴァの別名、愛称を、今のところ、確認できないでいる。

なぜ、シヴァにあたる神格がジャワではクリシュナにあたる神格の上位に



48　　国際関係紀要　第21巻　第112合併号

置かれたのか、なぜその名は、シヴァとは似ても似つかないのか、ここでは

謎は謎のままとしておくしかない。とにかくワヤン…プルウオの世界ではそ

うなっていて、そのことがワヤンのマハーバーラタに独特の色彩を施してい

る。プトロ・グルの人間に対する態度は、まことに苛酷、倣憶で、イスラー

ムの宣教活動のため、そのような神観念が造形されたという松本の理解は納

得できる。

なお、既に述べたように、インドの『マハーバーラタ』は、主としてクリ

シュナと非合理的な運命の力の二つを推進力として展開している。後者は非

人格的な力であるO　ワヤンのマハーバーラタには、後者は存在しないようで

ある。ヴェ-バーによると、後者は、古代ギリシャや春秋戦国時代の中国、

さらには　Fマハーバーラタ』などの中に存在し、戦士階級・騎士階級を主た

る担い手とした。それは、 「あらゆる種類の宗教的ないし純倫理的な合理主

義とのあいだ(で) -探い緊張関係」に立つものであったrJo　インドでは、

こうした種類の運命観は、 「宗教的合理主義」としての三大神の信仰の隆盛

などにより、次第に書立たなくなっていったが、完全に消失することはな

かった28)。あれもこれも抱え込むインドの多神教的環境とも関わりがあろ

う。

ワヤンの背景をなすインドネシア社会は、イスラーム化され、イスラーム

という「宗教的合理主義」の支配下にあったO　イスラームは、人格神アッ

ラーに絶対無条件的に服従あるいは帰依する宗教である291。イスラームの教

義では、宇宙の全てをアツラーが支配する。そこに、それ以外の強大な力、

たとえば、非人格的運命の力などが入り込む余地はないのである。ワヤンの

マハーバーラタが、人間たちの運命を定めるのは、プトロ・グルであり、ク

レスノであり、いずれにしても人格神であるとしたのは、 「全てを取り仕切

る一人の神」というイスラームの神観念の影響にもよったのかもしれないo

イスラームから見て、非人格的運命も、異教の神々たるプトロ・グル、ク

レスノも,ともに胡散臭い存在だったとしても、後者の方が、まだしも「宗

教的合理主義」という共通項を持っていた分、与し易かったということだろ
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うか。こうして、ワヤンのマハーバーラタからは、インドの『マハーバーラ

タ』には濃厚に見られた非人格的運命の観念は消失して行ったのではない

か抑.

そこでワヤンのマハーバーラタとブトロ・グルの関わりを具体的に見てい

くとしようC 「ジタブソロの書」がキーワードとなるoバラタユダつまり、

インド版のクライマックスであるクルクシェ-トラの大戦と、そこへ至る

様々な因果は、実は、プトロ…グルを中心とする天上の神々が、退屈しのぎ

に作り出した筋書だったO 『マハーバーラタの蔭に』から、その筋書作りを

楽しむ神々の様子を見てみようo

天界ではいまや神々の会議が行われているO舞台は宇宙支配の神プ

トロ…グルの居城-、伺候するはプトロ…グルの代行神ナロド、書記

プニヤリアン、天界守護の神インドロ、火神プロモらであるo雲の上の

神々は戦争がお好きなのだ。バラタユダが相聞われねばならぬ運命を仕

組んだ者は実は彼らであり、いまや策略功を奏して、地上最大の見世物

(ショー)の開始にあたり、嬉々として、地上の英雄らのカードを散ら

し、一騎封の相手同士を決めようとしているのだ。ここに決定され、秤

の気まぐれのままに、ノートに一度書きこまれるや、もはや変更はなら

ない。戦う相手の決定ばかりか、いずれに軍配が挙がるかまでが書きこ

まれる。バラタユダの命運の行くえはこの一冊の書ジタブソロの筋書を

ひたすらに追うのみとなる0　-

神々の楽しげな審議はつづき、すべてはプトロ・グルの発案通り、書

記はつぎつぎに運命の対決をしるしつけてゆく。羽根ペンはすばやくイ

ンク壷を往復するoセト対ビスモ=セトの死、ス.)カンデイ対ビスモミ

ビスモの死、オンコウイジョヨ(アピマニュの別名)対アスティノ軍団

-オンコウイジョヨの死等々Jll。

ここでプトロ・グルと共に戦争の筋書を考えている神々を確認しておこ
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う。火神プロモ(Braraa).ヴイシュヌ、シヴァと並ぶヒンドゥー教三大神

のもう一人、ブラフマ一に由来する神と思われる。松本によるとプロモには

ブラフマ-的性格はないとのことだが蝣32)。インドロ(Endra),インドで三大

神の信仰が盛んになる前のヴェ-ダ時代には、神々の王としてその頂点に

あったインドラに由来すると思われる。三大神の信仰が盛んになった後も、

インドラはヒンドゥー教の神々の序列第4位に位置していたと言ってよい。

「神々の神」とされた三大神とは一つ次元が違う「格落ち第4位」とでも言

うべきものではあったが。

シヴァにあたるプトロ・グルとブラフマ一に由来するプロモ、インドラに

由来するインドロo　ヒンドゥー教のそうそうたる神々が、マハーバーラタの

悲劇の筋音の創作を楽しんでいたということになる33)。

(2)クレスノ

三大神にはもう一人、ヴイシュヌがいるが、これのインドネシア版ウイス

ヌは、なんとブトロ…グルの息子とされている。しかし、正義の神、化身の

神という属性は失われていない31)。正義の神としては、戦争・悲劇の筋番作

りは性に合わなかったか、ここの神々の会議には参加していないようだ。た

だし、ウイスヌが入魂したとされるクレスノ35'が、会議の場に乱入してく

る。

対決の組合せはほとんどを終了しようとして、プトロ・グルはなお言

葉をついでいう. 「オントセノ対ポロデウオ」と。まさに書記がその名

を書きとめた時、一匹の自蝿がどこからともなく飛来して傍のインク義

を蹴倒すO　インクは黒々と"ォントセノ対ポロデウオ"の文字の上に汚

みとなって流れたOこの日蝿こそ、身を変えて、ジタブソロの書の始終

を監視していたクレスノの魂スクモ・ウイチョロであり、その姿を見破

られた彼はブトロ.グルの怒りに触れ語間されるo 「そなたはなぜ神々

によるバラタユダの組合せに邪魔を入れたか」と。スクモ・ウイチョロ
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はいう、 「私はわが兄ポロデウオとオントセノの対決が不満なのです。

ポロデウオには勝ち目がなく、それどころかオントセノはあまりもの超

能力ゆえ、たちまちに勝敗は決して、バラタユダそのものも成立するこ

とがないでしょう」と。さらにスクモ・ウイチョロが細目をしるしたジ

タブソロを申し受けたいといえば、プトロ・グルはそなたのもつ死者を

蘇生せしめうるウイジョヨクスモの花と引き換えならば、と応じる36)。

交渉は成立し、以降、クレスノは、ワヤンのマハーバーラタの諸々の演巨

の狂言回しとなるO 「神々の仕組むバラタユダの筋番-を手に入れることで、

クレスノはバラタユダの決定的な帰趨、その経過の細目をことごとく透視し

ながら、事をその筋書どおりの運びに導き入れる男となるのである。 -バラ

タユダのあらゆる細部にあってつねに醒めた人間であり、一切は神の摂理だ

と説きつづける。 -予見される戦いの筋書を見詰める身にはもはや人間の血

は適わぬ」 :mo

ワヤンのマハーバーラタの脚本を書き、プロデューサーをつとめたのがプ

トロ・グルだとすれば、クレスノはディレクターをつとめたということにな

ろうか。松本の著書からは、なぜクレスノがその役目を引き受けたのかは必

ずしも明らかではない。至上神、宇宙支配の神プトロ・ゲルの意を体現しよ

うとしたというところか。ともあれ、この結果、クレスノの物語における役

回りは,インドの『マハーバーラタ』のクリシュナと近いものとなる。

なお、ポロデウオは『マハーバーラタ』ではバララーマ、別名バラデー

ヴァであるD　インドの原作では、カウラヴァにも同情的な人物として描かれ

ているが、クルクシェ-トラの大戦には、中立を貫いた。インドネシア版で

は明確にコラワ寄りとされ、大戦でもコラワ方に立って戦おうとしていたと

されている。オントセノはインドの原作にはない登場人物で、ビモの息子と

されている。この二人の対決をプトロ・グルは見たいと思ったのだが、クレ

スノがそれを阻止し、さらに策を用いてポロデウオが大戦に参加しないよう

にしたのだった38!。
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ともかく、プロデューサー、脚本家のプトロ・グルとディレクターのク

レスノの協働により、ワヤンのマハーバーラタの諸々の悲劇が展開されるこ

ととなる。この二人の神は人間に対し、まことに苛酷極まりない。インドの

原作でも、登場人物たちは大変な悲劇にあえぐOそこにクリシュナが深く介

在しているOクシャトリヤ達を滅ぼすことこそがクリシュナの使命であった

のだから。しかし、そこには倣優になったクシャトリヤたちを滅ぼし、徳高

いクシャトリヤたるパーンダヴァ五王子とその東商、バラモン達に新しい世

界をゆだねるという一応の大義名分があったO　これに対し、ワヤンのマハー

バーラタでは、神々の単なる気まぐれ、退屈しのぎに、登場人物たちは苦し

み続けなければならないのであるOそうした枠組の中で物語は展開するo

(3)ブトロ・グル、クレスノのインドにおける淵源?

実はインドのrマハーバーラタ』の中にも、こうした神観念に近いものが

登場している。それはパーンダヴァ五王子がサイコロ勝負に負けて国を追わ

れ、森で暮らしていた時のユデイシュティラとドラウバディーの対話に出て

くるo　この神観念につき『マハーバーラタ』の研究者ピーター…ヒルは、同

叙事詩に見られるカルヴァンの予定説の神に近いものについての「最も充実

し、最も熱情的な議論」 39)としている。

サイコロ勝負でエディシュティラに賭けのかたにされ、カウラヴァ方に

ひどく辱められたドラウバディーは憤葱やるかたないo彼女は夫ユデイシュ

ティラにも批判的だが、それよりも彼女にはカウラヴァ方と自分連の境遇が

いかにも不公平に思える。有徳に振舞ってきた自分達が流刑の身をかこち、

悪の限りを尽くしてきたカウラヴァ方がわが世の春を誼歌している。ドラウ

バディーはこの「神義論問題」への回答として次のような思想を語る0

主である創造者(Dhatri、配置者:筆者)のみが実に、生類の苦楽、

幸不幸に関して、すべてを配置するのである。 …・…木製の人形が操られて

手足を動かすように、これらの生類も【創造者に操られて】手足を動か
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す。 -この世の人は糸につながれた鳥のように抑制されている。主宰神

(Ishvara)の支配下にあって、他人の主でもないし自分の主でもない。

-・人間は無知であり、自分の幸不幸をも支配することはできない。 ………彼

はその幻力により迷わせて、生類により生類を殺すのである。　聖なる

神は欲するがままに、結びつけたり離したりして、子供が玩具で遊ぶよ

うに、生類を用いて遊んでいる。 -気高くて徳性の高い謙虚な人々が生

活に苦しみ、卑しい人々が幸福なのを見ると、考えこんで当惑してしま

います。あなたのこのような不幸とスヨーダナ(ドウルヨーダナ:筆

者)の繁栄を見るにつけ、 ….…この不正を見逃している創造者を私は非難

します0 -もしなされた業がその行為者に従い、他のものに行かないな

ら、必ずや主宰神は、彼がなした悪業で汚れるでしょう-u'o

「聖なる柵ま欲するがままに、結びつけたり離したりして、子供が玩具で

遊ぶように、生類を用いて遊んでいる」O　ワヤンのマハーバーラタにおける

プトロ・グルの姿は、このインドの原作の「生類で遊ぶ残忍な神」をもとに

造形されたものなのかもしれない。ドラウバディーによって語られたこの陰

挙な神観念がワヤンのマハーバーラタ全体の枠組を決することになったのか

もしれない。

さらに言えば、プトロ…グルはマハーバーラタ関連演目以外のワヤン・プ

ルウオにおいても強烈な狂言回しとして君臨している4㌔上述のユデイシュ

ティラとドラウバディーの対話ないしドラウバディーの神観念は、ワヤン・

プルウオ全体の世界観を決する重要な淵源だったのかもしれないo Lかし、

ここではこの点に関する『マハーバーラタ』 -ワヤン…プルウオの継承関係

を実証することはできない。問題の所在を指摘するにとどめておく。

ところでドラウバディーの神観念とクリシュナの関係はどうなのだろう。

ヒルは配置者、制定者(Vidhatri)と呼ばれる前者の神観念につき、こう語

る。「配置者、制走者は、シヴァ、ヴイシュヌ、クリシュナ、ブラフマ-な

どの偉大な神々の単なる仇名である」 。ク.)シュナはこの神観念と無縁で
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はないとするのである。なぜこうした「仇名」が用いられたのか。ヒルはこ

う考える。しばしば不合理で苛酷な運命を人間たちに課する「自らの信奉す

る至上神をとがめることを嫌った献身者たちが、ほとんど変装になっていな

い(そうした)仇名を用いたかのようである」 43)

ヒルの解釈は首肯できるOパーンダヴアを除くクシャトリヤ階級の絶滅

を「使命」とし、卑劣な手段も辞さず、多くの悲劇を見つめながらrマハー

バーラタ』の登場人物たちを操り、翻弄したクリシュナの姿は、彼なりの

大義名分によるものだったとはいえ、操られ、翻弄された人間たちからは、

「生類で遊ぶ残忍な神」ととられても仕方のない面を持っていた。ワヤンの

マハーバーラタにおけるクレスノが、正に「生類で遊ぶ残忍な神」として描

かれ、大義名分を持たないプトロ…グルと組んで酷薄な悲劇のディレクター

として振舞ったことも、その延長上にあろう。

インドのクリシュナは、 『マハ-バーラタj　において、 rバガヴァッド・

ギータ-』などの場面で、その真の姿を示すとして巨大な姿に変身してみせ

ることがある(その巨大な姿をVishvarupaという)。ワヤンのクリシュナ

であるクレスノも巨大に変身することがあるのだが、その際、それが「巨大

なラクササ」叫とされている点も興味深いo　ラクササはインドのラークシャ

サ(rakshasa)<　魔物である。クレスノの得体の知れない本質を示すための

趣向として、よくできていると言えよう。

(4)スマル、サン・ヤン・トウンガル

プトロ・グル、クレスノo　ここまでワヤンのマハーバーラタを動かす二人

の強大な神について見てきたが、実はワヤン・プルウオにはもう一人、強烈

な存在感を示すキャラクターが存在する。スマルである。ここでこのスマル

についても触れておくべきだろう。稔本亮『ワヤン人形図鑑』にスマルの姿

をさぐってみよう。

真の姿はイスモヨとよばれ、かつて兄トゴグ-、弟グルーとともに、
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サン・ヤン…トウンガルの息子として天界にあった。しかし父から地上

に降り、形をなさぬ姿に身をかえ神の子孫である人間たちを守護するこ

とを命じられる。多くの場合アルジュノーの従者として笑いをふりま

き、また精神性を説く。 (醜い姿をし:筆者)痛状の前髪で天界とのか

かわりをたもちながら、地上の愚かさに手をやいては、早く天界へ戻

り,もとの美男子にかえりたいと訴える。ふだんは滑稽を売りものに、

息子たち三人とともに愚鈍をよそおうが、いざというときは強烈な神格

を発揮し、怒ればいかなる王、神、グルでさえ、彼には頭があがらな

い。 -いつも群れぬ三人の息子たちとともにプノカワン(仲のいい仲間

の意)とよばれる。彼らはごく一部のラコンを除いて、あらゆるワヤン

に登場する151。

「弟グル」とは、プトロ・グルであるO宇宙を支配する神には兄がいたの

である。普段は醜い姿で地上で道化をあいつとめているが、いざとなれば弟

ブトロ・グルをもしのぐ力を持つ46)。両性具有神である岬0　-種のトリック

スターと言ってよかろうO　スマルと三人の息子たち、ガレン、ペト)I,、バゴ

ンからなるプノカワンは、ジャワの人々に探く愛され、プノカワン理解がワ

ヤン理解の最大のポイントとさえ言われるという181。スマルを中心とするプ

ノカワンの存在は、インドの『マハーバーラタ』には対応するものがない。

その存在はワヤンのマハーバーラタに独特の味付けを施しているo　スマルの

兄トゴグには、二人の弟ほどの存在感はないようだ。

実は、ワヤン…プルウオの世界にはさらにもうーっ奥が設定されている。

上記『図鑑』のスマルの説明にも登場したスマル、プトロ・グルの父サン.

ヤン・トウンガルである。この神は他にもサン・ヤン・ウェナン、サン・ヤ

ン・ヌルチャハヤの名を持つが、謎の神である。 「常人の削こは見えぬもの

だとの約束のもと、悪魔も妖怪も亡霊も人形としてきっぱり図像化されてい

るワヤンの世界にあって、この神だけは決してすがたをみせることがない。

その存在を知らせる唯一の方法は聖なる光空としてのワヤンであるO …・…はと
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んどの場合、ダランの口を通して、その存在が知らしめられるだけである」 <19)。

この謎の神は、宇宙支配の至高神ブトロ・グルよりもさらに高位であると

認識されているらしいo松本は明言していないが、息子スマルを意のままに

動かしているのだから、 「いざというとき」のスマルよりもさらに強烈・強

力な神でもあるのではないか。この神について松本はこう語る。

恐らくはビンドゥ・ジャワ時代のワヤンの世界にあっては、こうした

神は必要なかったはずであり、シヴァとしてのプトロ・グルがその絶対

権を振っていたはずである0 -だがここでは二重写しではないOそれは

シヴァを離れて、はるかな高みに厳然と位置しているO　ここに、シヴァ

の神格を細心の意をはらいながら曳きずりおろすことに成功したジャワ

の歴史的経過が見えてくるのだ。

他でもない。イスラム教の渡来がそれであり、ワヤンを利用してイス

ラム教を布教していった経過がそれを果たしたと考えて無理がない。そ

れは-人によってはアッラー、多くは、大いなる祖霊と判断される神な

のである。ビンドゥ・ジャワの伝統を利用しながら、徹底してワヤンを

イスラム教布教の具と化し去った使徒たちのプトロ・グルヘの態度が、

ここに明瞭に読みとれるのであるoかわらずワヤンにおける至高神の地

位を与えたままに、その神格をひたすらに人間の位置にまでひきずり降

o寸>v

松本の文章には若干、不明瞭な点があるが、サン…ヤン・トウンガルこ

そ、ワヤンの世界の真の最高神、絶対者とされ、クレスノ、プトロ…グル、

スマルのさらなる高みにいるということになるようだDそしてそれにはイス

ラームの唯一絶対神アッラーの面影があるというo 「大いなる祖霊」につい

てはここでの深入りは避けたい。

ワヤンのマハーバーラタの脚本家…プロデューサーとして、インドの　Fマ

ハーバーラタ』の中心的推進力クリシュナにあたるクレスノを凌駕するプ
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トロ・グルのさらに高みに、スマル、究極にはサン・ヤン・トウンガルを

配するというこの構造、在来信仰の上に、インド化、イスラーム化を経たイ

ンドネシアの重層的歴史を反映しているということのようだ。この独自な構

造が、インドの原作とワヤン版の第-の決定的な差異ということになるだろ

う。

我々はここで、ムスリム人口が総人口の86.1%5"を占めるイスラーム他界

インドネシアで、現在世界最強の多神教とも言えるヒンドゥー教の大叙事詩

に取材した物語が息づいているというこの逆説的状況をもう一度確認してお

くべきだろうo

3.ビーシュマ、カルナの変容

ピーシュマ、カルナは全体の色調を運命の悲劇と規定できるインドの『マ

ハーバーラタ』にあって、その悲劇性を代表する二人の英雄である。ワヤン

のマハーバーラタにあっても二人が悲劇の英雄であり、代表的登場人物であ

るという大枠は変わらない。しかしインドのクリシュナとインドネシアのク

レスノの役どころが少なからず異なっているように、インドのビーシュマ、

カルナとインドネシアのビスモ、カルノの間にも変容の跡は小さくない。こ

の章では、ビスモ、 *)レノについて検討していきたいo

(1)ビスモ

インドの原作では、ビーシュマは父.モの再婚を成立させるため、生涯不始

の誓いを立て、また生涯父の王国に忠誠を尽くすことをも誓い、あらゆる苦

難にもかかわらずそれらを守り抜いた文武両道に秀でたとびきりの人物とさ

れている。このビーシュマが自らの誓いに縛られて、最も惨めな姿をさらす

のがカウラヴァとパーンダヴァのサイコロ勝負の場面である。

いかさまの名人シヤク二はユデイシュティラの賭けるすべてのものを巻

き上げていくO宝石、馬、召使、遂には王国、さらに自分の弟たちさえ、理
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性を失ったエディシュティラは賭け、そして失っていく。ビーシュマ最愛

のアルジュナさえ今は奴隷とされてしまったoエディシュティラは自分自身

も情け、そして失う。相手の挑発に乗り、とうとう五王子共通の妻ドラウバ

ディーさえ賭けて失う。ピーシュマは未然とこの様子を見守るだけだった。

満座に引き出され辱められるドラウバディーD彼女は必死で、勝負の不当さ

を訴えるO既に奴隷の身分に落ちていたエディシュティラがどうして他の人

間を賭けることができるのかという鋭い論理を振りかざす。ピーシュマは力

なく答える。

美しい女よ、法は微妙であるから、私はあなたの問いに適切に答える

ことはできないO　自己の財産を持たぬ者は他者の財産を賭けることはで

きないo Lかしまた、女性というものは夫の支配下にあると見て-Oエ

ディシュティラは繁栄する全地上を捨てるとも、真実を冶てないであち

う。そして彼は、 『私は勝ち取られた』と告げた。それ放、私はこの問

いに答えることができない。シヤク二は人々の閏で、賭博にかけて無敵

である。彼はユデイシュティラを自由意志に任せたOその偉大な男はそ

れが詐術であると考えなかった。それ故、私はあなたの問いに答えられ

ない52)。

ワヤンのマハーバーラタでは、ビスモをこうした情けない役回りから解放

している(少なくともそのように語る有力なダランがいる)。ビスモはドウ

ルユドノとスンクこの好計は知っていたものの、パンダワが全てを失うよう

な結果になるとは予想もせず、サイコロ勝負の会場にではなく、別室にこ

もっていたということになっている。 「わしは、そのように争う孫たちのあ

りさまは見たくもない。この場を去ることにしよう」 53'との言葉を残して。

ビスモは、既にパンダワが国外追放となった後、サイコロ勝負の惨惟たる結

果を知る。ドウルユドノ、スンクこ、ダストロストロらを激しく責めるが、

どうにもならない51)。
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しかし、サイコロ勝負前後の場面のビスモは、インドのビーシュマよりは

るかに堂々と振舞っている。インドの原作の設定とは異なり、サイコロ勝負

の戦利品として、コラワ方に留め置かれたドルパデイを見るや、ビスモは

ドウルユドノに彼女をくれと迫る。 「アスティノ国王よ、どうじゃな、許可

されるか。だめならばそれでもよい、だが許可されたならば、わしが何のた

めに使役しょうが、そなたは妨げるわけにはゆかぬOわしは彼女を飯炊き、

水汲み、あるいはベッド掃除人、必要とあらば秦にするかもしれぬ。わしは

年寄りだとて、その方の欲望はまだ若者とはかわらんのじゃ」。こうしてド

ルパデイをドウルユドノから解放したビスモは、エディステイロにドルパ

デイを与えるill。

インドの原作では、カウラヴァの非道を見過ごしにしているとドラウバ

ディーになじられもしたビーシュマだが、ビスモは、ドルパデイを解放し感

謝される形で、サイコロ勝負前後のエピソードを締めくくっているo生涯不

婿を誓ったビスモに、 「その方の欲望はまだ若者とはかわらんのじゃ」と言

わせているのは、これを演じたダランの遊び心だろうo

ビスモをサイコロ勝負の場面の惨めな役回りから解放することで、インド

のビーシュマより、ビスモの英雄性、善良性はより純化されていると言って

よいであろうか。そのことはビスモの悲劇性をピーシュマのそれより純化す

ることになっているとも言えようか。同様のことはカルノについても言えそ

-'->.^o

(2)カルノ

カルノについてもサイコロ勝負の場面の姿は、インドのカルナのそれとは

異なっている(これも、少なくともそのように演じる有力なダランがいるO

以下、同様)O　インドのカルナは、 N場面で、カウラヴァの戦利品となった

ドラウバディーを、百王子たちとともにさんざんになぶるo　こんな調子で

あった。
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ドゥフシヤーサナは、哀れな夫たちを見つめているクリシュナ- (-

ドラウバディー:筆者)を見て、激しく彼女を揺すぶり、ほとんど気を

失わんばかりの彼女に、 「奴隷女め」と言った。冷酷に、薄笑いを浮か

べてo　カルナは、その言葉を殊の外に喜び、声をあげて笑いながら曹め

そやした361

「また、彼女が-衣のみで集会場に連れて来られたことを非法である

と考えるなら、その点についても、私のすばらしい言葉を聞け。 -女性

は一人の夫を持つと神々に定められた。しかし彼女は多くの夫に従って

いるから、まさしく娼婦である。彼女を集会場に連れて来たのは不思議

ではないと私は思う0 -衣であろうと、全裸であろうと-。彼女はパー

ンダヴァたちの財産であり、彼らはシヤク二によって合法的に全財産を

勝ち取られたのだo …・…パーンダヴァたちとドラウパデイ-の着物をはぎ

取れ」 57)。

若きEl、ドラウバディーのスワヤンヴァラ(婿選び式)に参加し、課せら

れた難題をなんなく果たして、ドラウバディーを手に入れようとした時、

「私はス一夕(御者)の息子を夫にはしたくない」と満座で辱められ、拒否

された恨みからでもあったろうが、 『マハーバーラタjの登場人物の中でも

インドでとりわけ人気の商いカルナ籾に傷をつけるエピソードではあろう。

もっとも、クルクシェ-トラ大戦直前にクリシュナから自らの出生の秘密

を聞かされた時には、カルナは、 「私はドウルヨーダナのために、パーンダ

ヴァたちに対して辛珠な言葉を言ったが、今その行為により私は苦しんでい

る」5g'と前非を悔いている。逆境ゆえに、結果的に悪いこともかなりやって

いるが、最後は浄化されたかに見えるカルナのこうした姿にこそ、インドの

多くの人々は、必ずしも奇麗事だけでは生きられないわが身を重ね合わせ、

共感を寄せるのかもしれないが。

ワヤンのカルノはサイコロ勝負の場面には居合わせないようだ。 rワヤ
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ン…ジャワ、語り集成』で紹介されたキ・ティンプル…ハデイブライトノ

による1970年代に録音された「パンダワの敬子賭博」では、勝負の場でカ

ルノが発言することは-切ない。当然、ドルパデイへの暴言もカットされて

いる。前述のインドのカルナの負った最大の傷は、カルノのものではない。

ビーシュマとビスモの関係同様、カルナ-カルノと、英雄性、善良性を高

め、同時にその悲劇性をもより強調するという演出になっているようだ。

サイコロ勝負の場面以外でも、カルノはカルナにはなかった顔を見せてい

るoクル…カセトロ(インド版のタルクシェ-トラ)の大戦直前、クレスノ

はカルノにその出生の秘密を告げ、パンダワ方につくように迫る。カルノは

これを断るo　インド版では、恩義のあるドウルヨーダナを裏切れないからと

いうのが理由だが、ワヤンのカルノは違っているo 『マハーバーラタの蔭に』

からそのくだりを見てみようO

カルノは苦悩を陶におさめながらいう、 「私はわが弟たちパンダワに

敬意を表するCクレスノよO　私は私を産んでくれた母に敬意を捧げるo

しかも私にはバラタユダの帰趨は読める。しかしながらなお私はコラワ

に従うことになるでしょうo身の素性も知れぬに一国の王にとりたてて

くれたドウルユドノを裏切るのは武将の道でなく、さらに言えば私には

別の考えあってのこと。私にはわかる。明Elのバラタユダに勝利するの

はパンダワだと」的

ここまではインド版でのカルナのクリシュナへの発言と基本的に違いはな

いo Lかし、よく読んでみると、 「私には別の考えあってのこと」と謎めい

た発言をしているのが気になる。この「別の考え」こそがカルノにカルナに

はなかった属性を付与するものであった。

クレス(ママ)は語間する、 「おお、パンダワが勝利し、コラワが敗

れると知って、なぜそなたはあえてコラワに従うのか」と。カルノは応
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える、 「プラプ…ドウルユドノにあえてバラタユダの戦いを戦うよう、

私はつねにそそのかしつづけてきたのです.このカルノー人さえ生きて

あればパンダワ何する者ぞとo私はドウルユドノを戦いへと駆りたてつ

づけてきた。もし私がそうせぬなら、もし怯情のドウルユドノがバラタ

ユダを回避しようなどとしたならば、パンダワは永久にアスティノ国は

おろかインドロブラストも手中にすることならず、その強欲はなお地に

はびこり、世の悲惨の失せることはありますまい」と。その言葉に、ク

レスノはカルノを砲擁する。身はコラワにありながらもパンダワを忠

い、世の強欲の象徴たるドウルユドノを身をもって失せしめようとの固

い決意に貫かれたカルノの思念に、クレスノは身のふるえんばかりの感

動にさそわれたのである6Do

松本に「もはや人間の血は適わぬ」 62'と評されたクレスノが、 「身のふる

えんばかりの感動にさそわれた」のだから、尋常ではない。カルノは正にこ

の発言…態度によってこそ、インドネシア人の心のヒーローとなるo　インド

版のカルナからの英雄化、善良化もここに極まるOであればこそ、その悲劇

の調べも限りなく純化されたものとなる。松本はこの点につき、次のように

聴括する。

いわば悪役に徹しつづけ、ドゥJL,ユドノへの恩義を裏切ることはなら

ぬとするあたりまでのカルノの態度はインド伝来のものだが、みずから

悪に徹しつづけることによってしかドウルユドノを戦いの場におぴきど

し、大地に埋めることかなわぬとする見解は、ワヤン…プルウオにおけ

るダランの創意によるものである。身を捨てて大義につこうとするカル

ノをみずから創出して、ダランは高く讃え、カルノはこの姿勢によって

ジャワの多くの人びとの亀鑑として広く評価される剣I。

ビスモ、カルノがインド版のビーシュマ、カルナに比し、より純化された



インドネシアのマハーバーラタ　　63

英雄とされ、より善良化され、悲劇性もより純化されたことの裏側には、プ

トロ…グルの悪殊さをより強調しようとの狙いも込められていたのだろう

か。

4.その他の登場人物たちの変容

クリシュナ、ビーシュマ、カルナに限らず、ワヤンのマハーバーラタに

あっては、主要登場人物で、その人物像、人間関係にインド版からの目立っ

た変容を伴わない者は基本的にいないと言ってよいo　ここで特にH立つ事例

をいくつか紹介しておこう。

(1)脇役シャリヤ、存在感を増す

インド版のシャリヤは、タルクシェ-トラの大戦にあたって、パーンダ

ヴァの双子の四…五男を産んだ妹(あるいは姉)マ-ドリーの縁から、当

然、パーンダヴァ方につくつもりだったo Lかし戦場へ向かう途中、ドウル

ヨーダナにだまされて言質を取られ、カウラヴァ方に立って妹(柿)の息

子たちを含むパーンダヴァ方と殺し合いをするはめになってしまった。シャ

リヤは、こうしたちょっと間抜けなキャラクターとして描かれている。ピー

シュマ、ドローナ、カルナが倒れた後、カウラヴァ方の第4の総司令官を1

日だけつとめるが、率直に言って、あまり華のない脇役的な登場人物と言っ

てよかろう。

ところが、ワヤンのサルヨの設定は大幅に異なるものとなっている。やは

り脇役ではあろうが、より華のある登場人物となっているo 「いったいにモ

ンドロコ国王サルヨにかかわる物語ほど、多くの書、多くのダランによって

みごとに詠いあげられ、語りつくされたものも稀である」 64)。

サルヨには3人の娘エロワティ、スルティカンティ、バヌワティがいて、

何とそれぞれポロデウオ(バララーマ)、カルノ、ドウルユドノの妻となっ

ている。インドのシャリヤの娘はこの3人の英雄たちの誰にも嫁いではいな
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いoおしどり夫婦カルノ…スルティカンテイは悲劇的な死を迎え65㌧ドウル

ユドノに嫁いだもののアルジュノが「真に惚れぬいた唯一の女性」 66'ともさ

れる絶世の美女バヌワティは、ワヤンの人間模様を陰影に富んだものとす

る。インドネシア版シャリヤたるサルヨがなぜ、これほどの人間関係の起点

として設定されたのか、理由は不明だが、印象的であるO

娘を適した人間関係の華やかさだけがサルヨの特記事項ではない。サルヨ

とその妻ステイヨワティの物語こそが、サルヨの存在感を強めている最大の

要因である。

サルヨは聖僧バガスパティの娘プジョワティ(後のステイヨワティ)と結

賭するが、義父バガスパティがラクササであることを恥じ、その同意を得て

殺害する67}。重苦しい展開だが、 「娘の永遠の至福と引換えに生命を娘婿に

与えた父の子として、ステイヨワティはその夫の激しく一徹で、しかもパン

ダワへの想いとコラワのあいだにあって揺れ動く心情をいたわり見詰めなが

ら、貞節の限りをつくす」 6S>。二人の夫婦愛が和やかに詠い上げられるD　ス

テイヨワティはクル…カセトロの大戦で夫が戦死した時、必死でその亡骸を

探し出し、懐剣を胸に刺し、夫の遺骸に重なる形で息絶える69)。

ワヤンのマハーバーラのインドの原作との顕著な相違の一つは、前者に

おいて男女の愛の描写がより豊富で細やかであるということであるD　サル

ヨとステイヨワティの印象的な物語の他にも、前述のカルノとスルティカン

ティ、パヌワティをめぐるアルジュノ、ドウルユドノの物語などがあるo　イ

ンドの原作では、ドラウバディーはパーンダヴァ五王子共通の妻とされてい

るのに、ワヤンでは、ドルパデイはエディステイロだけの妻とされている点

も、ワヤンにおける男女の愛の強調と結びつけて考えることができるかもし

れEf5KE

おそらくワヤンにおける男女の愛の物語の中でも白眉と呼びうるのがサル

ヨとステイヨワティの物語であり7m、インド版では道化役を勤めたとも言え

るシャリヤは、インドネシアにおいて、低話物の二枚目サルヨとして、華麗

な変身を遂げたのである。
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(2)シカンディンからスリカンディへ

王女アンバーは、義弟の妃にと、ビーシュマによってスワヤンヴァラ(婿

選び式)会場から連れ去られたOアンバーには既に心に決めた相手がいたた

め、ピーシュマにその旨伝え、その相手のもとへ走るが、一度他の男に連れ

去られた女を彼は拒否したo　アンバーはピーシュマのもとに戻り,事情を話

して妻にしてくれと頼むが、生涯不楯の誓いを立てていたピーシュマには、

その願いをかなえることはできなかった。アンバーは再び、かつての男に会

いに行くが、再度拒絶される。

アンバーは自分はビーシュマがもとで結婚できなくなったのだと彼を恨

む。ビーシュマを殺してくれる男をさがすが、天下無双の勇者との勝負を引

き受けてくれる者はなかなか見つからない。やっとピーシュマの師パラシュ

ラーマが引き受け、ピーシュマと死闘を行うが、ピーシュマを倒すことはで

3*H

アンバーは自らビーシュマを倒すべく、故しい宗教的苦行を行う。それ

を愛でてシヴァ神が、おまえは生まれ変わり、男になってピーシュマを倒す

だろうと祝福する。アンバーはただちに薪を集め火をつけ、それにとび込ん

だ。生まれ変わったアンバーは、ドラウバディーの父ドルパダの息子シカン

デインとなり、クルクシェ-トラの大戦で、アルジュナと組んでビーシュマ

を倒し、思いを遂げたo

『マハーバーラタ』の登場人物たちの中でも一際異彩を放つアンバー=シ

カンデインだが、ワヤンの世界では、大幅な変容を被っているo　ワヤンのア

ンバーであるオンボは、ビスモが過って放った矢によって命を落とすo　ワヤ

ンのシカンデインであるスリカンデイは、ドルポド(インドのドルパダ)の

子ではあるが、女性である。クル…カセトロの戦いでスリカンデイはアル

ジュノと組んでビスモと戦うが、その際、オンポの霊魂がスリカンデイに乗

り移り、ビスモを倒す。

つまりワヤンではインドのアンバー、シカンデインに当たるオンポ、スリ

カンデイは生まれ変わりの関係にはないのであるO　オンポの霊魂がスリカン
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デイに乗り移るという展開はアンバーとシカンデインのつながりをインドか

ら部分的に引き継いではいるが、全面的にではなかった。

この点につき、松本は、 「ワヤンではあまり生まれ変わりという考え方は

せず、魂が入るという考え方をする」と言う71)。ジャワでもインドからのヒ

ンドゥー教、仏教の流入により、輪廻、生まれ変わりの思想はおそらくなじ

みであったはずだがmJ、ワヤンでは生まれ変わりのモチーフは用いられなく

なっているのである。その代わりに魂が入る、乗り移るという話型が好まれ

る。

スリカンデイはまた、アルジュノの弓の教え子であり、第二の妻ともされ

ている73)。シカンデインからスリカンデイへのこうした移り行き、設定の変

化の理由、経緯についても筆者には今のところ不明である。

(3)がト-トカチャ、インドネシアでは第-の人気者に

ガトートカチャはビーマと魔族の女ヒデインバーの間に生まれた息子で

あるo　自在に身体を巨大化させることができ、空を飛び、奇想天外な攻撃を

しかける。カルナとの死闘で例されるが、その時、カルナがアルジュナ用に

とっておいた必殺の武器を使ったことで、後のアルジュナ・カルナの決戦で

のアルジュナの勝利が確定したともされる。パーンダヴァ方有数の戦士の一

人であるo

インドネシア版のガトウコチョもビモの息子という設定は同じだが、イン

ドネシアではマハーバーラタきっての人気キャラクターとなっている。イン

ド有数の名門大学J.N.U.の初代インドネシア語教授で、 「東南アジアのマ

ハーバーラタ』 74)のビンデイ一語訳者チャンドラダット・パーリワ-ルや、

松本亮をはじめとするワヤン協会の人々の証言はいずれもそれを裏付けてい

る。インドではあくまで物語に彩りを添える名脇役といった役どころのガ

トートカチャ75Iの一番人気ガトウコチョヘの変貌は印象的であるo　インドネ

シアにおけるガトウコチョの人気の秘密は何なのだろうかO

前述のパーリワ-ルは、インドネシアのマハーバーラタではガトウコチョ
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が貴も人気があると筆者に最初に告げた人である　2001年2月半ば、彼の

デリーの自宅でのことだった.彼は、その際、 「ガトートカチャはビーマと

アスラ(ラークシャサ)の女との間の子だが、その点が人気の秘密らしい」

と語った。筆者にはガトウコチョの非常な人気という議が意外で、その時、

その理由についてさらに問いただすことができなかった。なお、パーリワ-

ル家の居間には、インドネシアで女性だけで演じる劇でガトウコチョを演じ

ている二人の女性をあらわしたものだという人形が飾られていたo

パーリワ-ルが訳した『東南アジアのマハーバーラタ』へのカマラーラト

ナムによる「序文」には、インドネシアにおけるガトウコチョの人気に関し

て以下の発言がある。その父がカルノに心酔していたため、 「良いカルノ」

という意味の名をつけられた「スカルノ大統債は、自分は本当はガトウコ

チョだと考えている。 -現在では空中戦も必要なため、空を飛べるガトウコ

チョはアルジュノより人気がある」76)。しかしそこでは、ガトウコチョの人

気がなぜとび抜けたものになったのかについてまでは明確に語られていな

ax

ワヤン協会の大和Eg尚は、かつて筆者に、 「ガトウコチョはすがすがしく

潔癖O　インドネシアではガトウコチョは人間より純情」と語ったことがあ

る771。松本邸でのワヤン協会のパーティーに呼ばれ、インドネシアでのガ

トウコチョの人気の秘密を協会員たちに訊ねた時の回答である。協会の他の

会員たちからはこの間題につき、それ以上の発言はなかった。

今回、 『ワヤン…ジャワ、語り集成』に収められたガトウコチョを中心

とする3つの演目(「ガトウコチョの誕生」 「ガトウコチョの結婚」 「天期け

るガトウコチョ」)を読んでも、結局、筆者には今のところ、いまひとつが

トウコチョの人気の秘密はわからないo

ともあれ、ガトウコチョは確かにワヤンのマハーバーラタでは、突出した

人気を誇っているO　ワヤン協会の方たちによると、対抗馬は、カルノ、そし

てガトウコチョの父ビモ。カルノの人気の高さについてはインドのカルナと

同様だが、ビモは、インドのビーマよりも存在感を高めているようだ。ビモ
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はピーマとは異なり、高度な哲学的議論も展開するし78㌧クレスノを手厳し

くやり込めもする79) 「ヮヤンそのものが歴史の移ろいのあいだにいかにピ

モの双肩に負わせるものを大いならしめてきたか、思い知らされるのであ

る」80)。

反対にクレスノ、アルジュノは意外に人気がないらしい81)。一部のインド

ネシア人の間でのクレスノの不人気は、ワヤンのマハーバーラタの悲劇の冷

厳なディレクターという役どころから無理からぬところでもあろうD　アル

ジュノは、家柄も良く、天下無双の武術の達人、姿美しく、女性にもてにも

てるo全てに恵まれ過ぎていると見え、少なからぬ大衆の共感を得にくいの

か。インドにおけるアルジュナの人気にも、正にそうした理由で微妙なもの

がある82)。

アルジュナ、アルジュノの意外な不人気はインド、インドネシアに共通す

るが、インドネシアのクレスノとは遠い、インドではクリシュナは高い大衆

的な人気を誇っているO結局、インドネシアはイスラーム中心の国、インド

はヒンドゥー教中心の国ということだろうか,83)。

(4)ワヤンではバラモンは目立たない

インドの『マハーバーラタ』では、カースト的にはクシャトリヤが最も多

くの主要登場人物を抱えている。ハースティナプラ王国の継承をめぐる従兄

弟どうしの同族戦争の物語なのだから、当然である。これについでは、バラ

モン(ブラーフマン) ・カーストの登場人物たちがE]立つ。

インドでは、カースト制度の序列がほぼ固定し、バラモンが最上位に君臨

するようになる前の時代には、宗教的特権階級たるバラモンと政治的・世俗

的特権階級たるクシャト1)ヤとは俄烈な対抗関係にあった。仏教文献、ジヤ

イナ教文献にはそれを反映して、バラモンよりもクシャトリヤを上位に位置

付けた記述が見られる朗'o 『マハーバーラタ』の様々な挿話の中にも、バラ

モン対クシャトリヤの対抗関係を如実に示すものが少なくない。

『マハーバーラタ』は最初、クシャい)ヤの手で語り始められたが、後に
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バラモンの手で大幅に修正…追加が行われた85)。紀元前400年から紀元400

年ほどの長い成立過程86'の間に、 『マハーバーラタ』の性格は大きく変容し

ていったのである。それでもかつてのバラモン対クシャトリヤの対抗関係、

クシャトリヤ優位の名残は随所に窺われるが、バラモン編集者の意向を反映

して、バラモンの優位、バラモンの神聖さを語るエピソードが少なくない。

ヴァシシュタと対抗しバラモンの威力を見せつけられ、長い苦行の末、バラ

モンになったもとクシャトリヤのヴイシュヴァ-ミトラの物語や、父親をあ

るクシャトリヤに殺され、復啓のため、地上から21回もクシャトリヤをほ

ぼ根絶やしにした戦士バラモン、パラシュラーマの物語などが中でも代表的

なものである。

バラモン対クシャトリヤの対抗関係とは一応無縁だが、インドの　Fマハー

バーラタ』の物語を大きく動かすバラモンは他にも数多いo Fマハーバーラ

タ』の著者とされながら、物語にも登場し、ドリタラ-シュトラ、パーン

ドゥ、ヴイドウラの父となったヴイヤーサ、パーンダヴァ五王子の上の3人

の母クンティーの若きE)に、神を呼び出す呪文を授け.カルナの出生のもと

となり、パーンダヴァの出生にも間接的に関わったドウルヴァ-サ、過って

自分を射殺したパーンドゥに呪いをかけ、パーンドゥとハースティナプラ王

国の運命を暗転させたキンダマなど、枚挙にいとまがない。

しかし、 『マハーバーラタ』のバラモンの主要登場人物たちは、ワヤンの

マハーバーラタでは、総じて目立たない。中でも、ヴァシシュタ、ヴイシュ

ヴァーミトラは全く登場しない。パラシュラーマのインドネシア版、ロモパ

ラスは登場はするものの、インド版での重要なエピソードはほとんど姿を消

しているようだ。

戦士バラモン、ドローナの変容にも注目すべきだろう。カマラ-ラトナム

は、 「ドローナはインドネシアでは心のねじくれた陰謀家として記憶されて

いる」としている87)。インドではそうではないが、インドネシアでは悪役

キャラクターとなっているのである。ドウルノのワヤン人形の姿も「鼻がま

がり歯茎がみえ耳がよじれて不細工」 88Jと、それらしいo
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インド版では、ドローナの死の描写は厳粛なものである。 「(ドローナは:

筆者)ヨーガに依止し、光明となって、 -昇りがたい天に昇って行ったo彼

がそのような状態になった時、二つの太陽があると我々は思ったo太陽のよ

うに輝くドローナという月が昇る時、天空は一両に光明に満ちた」 89)。しか

し、ワヤンではドウルノの死はこうなるD「ドルストジュムノ(インドのド

リシュタデュムナ:筆者)は-凶暴に、失神したドウルノの戦車にとびの

り、その首を、一撃のもとに勿EJねた。天地をどよもす、ぎゃあ-、の叫び

が東根tS:->?Z」叫.

ドローナの息子アシュヴァッタ-マンは、タルクシェ-トラ大戦がパーン

ダヴァの勝利に終わった後、パーンダヴァ陣営に夜襲をかけ、外出していた

五王子、クリシュナなど数人を除いて皆殺しにした。このようにインドでも

悪役的な行動はしているのだが、ワヤンではドウルノの息子アスウオトモ

は、夜襲に加え、さらに下卑た振る舞いをさせられているoドウルユドノの

妻だが、アルジュノと恋仲の美女バヌワティを陵辱しようとしたのであ

る911。バヌワティは何とか逃げ延びたのではあったが。

アスウオトモの死後の霊魂は、クレスノから以下の呪いを受ける。 「アス

ウオトモよ。お前のような奴は死にきれぬものぞ。呪われてあるのだ、お前

は牛糞からよじり出る虫クワンウンとなれ!」物Oクワンウンは、 「いまな

おジャワの地に生きて、子どもたちの慰みものとなっている」 93)。

ドローナ、アシュヴァッタ-マンの戦士バラモン親子のインドネシア版

ドウルノ、アスウオトモは、実はバラモンではないようだ。単なる戦士、武

将であるO　バラモン、クシャトリヤが峨烈なヘゲモニー争いをする社会は、

ワヤン・プルウオを生み出したインドネシアのものではなかったD　ワヤンの

マハーバーラタで、バラモンが総じて目立たず、ドウルノ、アスウオトモ親

子のようにバラモンではなくなっていたりするのも、こうしたことの反映で

あったろうかO
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おわりに

本稿では、インドの『マハーバーラタ』がインドネシア化していく過程を

具体的にたどることはできなかった。しかし、そうしたインドネシア化の結

果については、多少の整理をすることができたかと思う。

インドネシアはインドに次いで、 『マハーバーラタ』が現役文化財として

の勢いを保っている国であるo松本亮も強調するように、ワヤン.プルウオ

のマハーバーラタ演E]の文学性の高さはしばしば比頚がない。インドの原作

は素晴らしいが、インドネシア版もまた違った高みにまで上り詰めているO

両者の文学性の優劣は興味深い問題だが、答えは簡単に出ないであろう94)。

その高みにより親しむため、またインドの『マハーバーラタ』について側面

から考えるためにも、筆者は今後ともワヤンのマハーバーラタへの注目を続

けていくつもりである。
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Indonesian Mahabharata

Terumitsu Maekawa

Once Indonesia underwent strong influence of Indian civilization.Indian

great epic.the Mahabharata took root in Indonesian culture.lt is ten times more

popular than the other Indian great epic.the Ramayanajn Indonesia.

In Indonesia the Mahabharata was Indonesialized.Wayang Purwa.

shadowgraph drama, is the privileged ground of Indonesian Mahabharata.

Cosmology of Wayang Mahabharata is unique.In the Indian original

Krishna is the Absolute.He is the writer.director and producer of Mahabharata

tragedy.But in Wayang Mahabharata Kresna(Indonesian Krishna) is only the

director of the tragedy.The writer and producer is Berara Guru(Indonesian

Lord Shiva)…In addition, there are two more powerful gods,Semar and the True

Absolute.

Indian Mahabharata has two special tragic heros.Bhishma and

Kama…Indonesian counterparts of themJBisma and Karna,are in a sense more

heroic and more tragical than Indian originals.Almost all characters of the Indian

original are pretty metamorphosed in Wayang Purwa.

Ill my opinion也e original Indian epic is a masterpiece,And the Indonesian

counterpart is also that


